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研究成果概要 

本研究は、KAGRAを、現在観測を続ける LIGO、Virgoに加え、全方位型ネットワー

クによる重力波観測を早急に実現することを目的とする。また本研究の観測ターゲット

は、未だ検出されていない、超新星爆発といった波形不定性が高い重力波源からの突発

性重力波である。 

本年度は、柏キャンパスに導入した重力波観測データ解析用計算機上に構築した突発性

重力波検出用の重力波探査用解析ソフトウェアを用いて、2020年 2月から 2020年 4

月にわたって行われた LIGOと Virgo、KAGRAによる共同観測で得られたデータの解

析を行った。バースト重力波の探査を LIGO,Virgo,KAGRA共同研究の中で中心とな

って行い、探査結果を結果を観測論文の一部として投稿した[1]。また、超新星爆発か

らの重力波の円偏光についての検出可能性に関して、世界の独立したグループが行った

３Ｄシミュレーションで得られた様々な重力波形に対して調べ、モデルには寄るが、コ

アの回転を持つモデルに関しては５kpc程度まで検出できることを示した論文が

Physics Review D.に掲載された。 
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